



「之さ、ここ OJ 長§じり辛子カ三、 J 6り
上七日食事長老見手雪雲苓






















ぴりりと辛いJ という諺は、韓国では「守モヰキオ骨叶（小さい唐辛子が辛い） J と



















あろう。ここでは、日本語の「どこの馬の骨かJ という表現と、韓国語の「 吋 .cJk1





f馬の骨j ・『司乙lk! 号さ！そ刈哨斗司ヰ（どこから転んできた犬の骨か） J 











現と似ている韓国語で、 r 7ll附斗升（犬の骨） J というのがある。これは「どこで何をし
ていたどういう者か分からない人が急仁現われたとき、あざけっていう言葉J である。実












5 ）馬の骨～素性の知れない賎しい者。 ［牛の骨］とも。 『岩波 古語辞典』
6 ）馬の骨～身分や素性のはっきりしない者を罵って云う語。 『新選 国語辞典』小学館
7 ）馬の骨～素性の分からない人を蔑み、罵って云う語。 『角川 国語中辞典』角川書店
8 ）馬の骨～素性のわからぬ人を罵っていう称。 『広辞苑』岩波書店
以上の 8 冊の辞典に載っている『馬の骨j の意味を探してみた。 f素性や身分の分から
ない下賎なものを蔑み、罵って云う語』であると共通して書いている。


























































りしないが、資料 1 O ）、 11)' 15）等の場合は、初対面でそれも、急に現われた人に喰えられ
たということが分かる。だが、資料 9 ）の場合は、 「ほんの道づれj とあるから、全く知











18）「何回斗弓1!~ 711同斗升止 （どこから転んできた犬の骨か！ ) J 
1 9）「司時斗司君そ ε4 8ト勾寸 （犬の脅のようなこと言うな） J 
韓国放送公社（KB S ）が1989、札 3 1 に放映した「無風地帯」という番組で、常昔牛（イム
7Y 7.）が言う。
20）「斗オ，~司咋同ミ？そ a:zl今にら、何の犬の骨のような言葉か！ ) J 
例文 18）の場合は、何処で、何をしていた、どういう者か分からない人が急に現われた
とき、あざけって言う言葉である。例文 19 ）、 20）は、何人か一緒に話しをしている時、そ
の中の一人が全然役Lこ立たない、棋拠のない話しをした場合に使われる。資料 3 ）で、問
題Lこしている「何処の生まれ』の意味では使われていないようだが、 「叫c!1 す剖そ 7~
同4丹今（何処から転んできた犬の骨か） J の比喰表現にも、日本語の「何処の馬の骨j の
場合と同じように警戒心、無視、排斥の心理が作用していると言えよう。







『馬J • r7!1 c犬）』のイメージと比喰性














らない。また、出世する Lこは、段階があるという喰えである。 「牛売って馬を買う J も似
ている諺として、足の遅い牛を売った金で、足の速い馬を買うことで、悪いものや劣った






























「馬の耳に念仏J は『馬耳東風j によるもので、 「馬耳東風J は中国の李自の詩に見え




「馬 Lこ経文（きょうもん） J 「馬』こ銭J も同じ類の諺である。無知なために、高尚なことを聞
いても、物を与えられでも、一向に理解できない、価値が分からないと言う様なことの喰














力、 速い、 人と調和、 陣物、無知、 イメージと無関係
傾目 誠実 高尚 宗教的 蔑視 V馬具・・・開育院態、生理 その他 総
数 3 7 5 1 3 !? l 0 l 3 7 6 
1 5 1 3 48 













表 2 ）馬に関する慣用句・諺のイメージ （韓国語）
区分 速い 蔑視 その他 計
数 3 1 8 l 2 
『4 キ£｜宅f号〈悶』収録の慣用句から










②「 71向。11寺号叶旦苛ζ「 （犬の目には糞だけが自につく） J ーあることに感心が深く
なるとそのことのみが特に目につくという意で、皮肉った言い方である。
③『 711 考会合「伺I a!i司司＇＊寸 （犬の糞もいざ薬にしようとするとない） J 一大したこと
のないものでも必要なときはなかなか手に入らないという諺である。
( r .71時四！司オ （犬の足 Lこ蹄鉄（ていてつl ) J -r711 列。11 智を（犬の耳 Lこ鈴） J とも言う
が、意味は日本語の「猫に小判J f豚に真珠J と同じである。
( r 7~ 豆告 4 長.＆！：~ （犬が正月 15 日を過ごすみたいだ） J 一犬には陰暦正月 15 日
Lこは餌をやらない風習（餌をやると犬に蝿がたかるし、犬がやつれるという俗説）から、
祝日でも人並みに御馳走にありつけないことを言う。
@ r 711 ア「売号電Clζ「（犬が笑うことだ） J 一阿呆らしくて呆れた場合Lこ言う慣用匂で
ある。
( r 71 7卜蓄そ奇d聖者寸（犬が嘗めた器みたいだ） J 一きれいに食べた後の犬の入れ
物ように汚れがなくて脂の乗った顔を皮肉って言う語である。
＠「 711 斗受そ~と「（犬を叱るようだ） J 一面白は少しも考えずに叱り付けることを言
つ。
＠「 7lj 4尋 t苛斗〕句史 （犬が山葡萄［薬菓］食べるように） J 一犬が山葡萄、又は、
薬菓（小麦粉を練り、油で揚げて蜜を付けた菓子）を味も知らずに食べるという意味で、
仕事を真面白にやらないでいい加減にやることの喰え。








区分 品が悪い その他 計















区分 軽蔑 報恩 その他 計
数 25 z 19 46 
※資料は『日本語大辞典』小学館
3 、接頭語として使われる『馬j と「巧 （犬） J のイメージ















( P» Lト警（犬噺帆） J 一少しも道理に合わないとんでもないのを口にすること。
③「7lj~手（犬杏） J 一苦くて食パられない野生杏のこと。
④ r111 苛宕（犬死） J 
⑤「1tlそt~ （犬恥）」一赤恥の意。





じる気持ちを表す。日本語の場合も「犬侍J f犬坊主」 「犬桜j f犬死」などのよう Lこ使
われ、その意味は変わらない。
以上のように、韓国語と日本語の接頭語としての「馬j は「大きい」、 「犬j は「品物、
役に立たない、軽視すべきj という意味として使われ、ほぽ同じイメージを持っていると
言える。















必要があるのかというと、 fどこの馬の骨か』と「aj司法1 零掛ぞ ?II明と「升ヰ（どこから
転んできた犬の骨か） J の語源を探る』こおいて、一つの重要なカギ』こなるからである。
「馬肉j r np:z.フ！（犬肉） J という言葉があるのは、それを食べたからであるように、
「馬の骨」 「苅明斗丹（犬の骨） J の言葉があるのは、食べた後の f骨J に接する機会が
あって、その骨がなんの骨だか分かるからではないだろうか。
1 、 「馬肉j































































韓国のいわゆる「補身湯j が時々、外国のマスコミで話題になったりした。 198 8年ソウ
ルオリンピック大会組織委員会の言語サービス分科委では、通訳案内要員に外国人から「
補身湯J に関して質問されたら、どういうふうに答えるかについても教育したという。






























日本では「馬肉j を食べるから『馬の骨j という言葉が生まれ、韓国では「犬の肉j を食
べるから吋附叶丹（犬の骨） J という言葉が生じてきたのである。
人聞は何かを食べるときは美味しいと思って食べるが、その後 Lこ残るもの Eこは、あまり















人の真似をすれば「張真似j 、へまばかりしてぬけていれば「頓馬j と罵られ、 「猫ば
ばj が見つけられると「馬脚」を現したことになり、むかし卑怯な武士は「犬侍J と罵ら
れ、役立たずに無駄に死ねば「犬死にj である。人の後について面白半分に騒げば忽ち「
























16. 内相電そ伺』 匂／ 71宅－偽電




















19 7 4. 9. 
19 5 5. 
I 9 7 7. 
19 8 z. 
19 8 8. I 0. 
19 7 8. I. 
I 9 61.
I 9 7 9. 4版
1984. 6. 30. 
I 9 7 3. 
I 9 7 7. 
I 9 8 6. 
18. 『月刊時事日語』 時事日本語社 I 9 8 9. 7. 
19. 外山滋比古 『ことばの習俗』 三省堂 I 9 7 9. 
z 0. 外山滋比古・平田純訳『ことばの世界E』講談社 I 9 7 9. 
? ?d告
(16) 
21. 川崎真治 『日本語の謎を解く』 読売新聞社
2 2. 小池清治 『日本語はいかに作られたか』筑摩書房

















1989. 5. 30. 
l 9 7 0. 
l 9 8 5. 
l 9 7 8. 
l 9 7 5. 
198 7. 
l 9 9 0. 
中央公論社 l 9 7 5. 
『食の文化史』
『動物（こばの賭判）』
3 o. 白石大二 『日本語の発想』 東京堂出版 l 9 7 1. 
31. 故事諺研究会 『暮らしの中の語源辞典』昭和出版社
3 2. 板橋作美訳 『食と文化の謎』 岩波書店 1989. 1. 
中央公論社 l 9 7 5. 
創拓社 l 9 8 8. 
『米食・肉食の文明』 日本放送出版 l 9 7 7. 
「動物・妖怪による慣用表現」 『言語』大修館書店




p 5 l ～日
3 3. 大塚滋
3 4. 中川志郎
3 5. 築波常治
3 6. 吉田正俊
3 7. 磯部真理
3 8. 夏目撤石
3 9. 志賀直哉
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